
1 社協報「ふくし」 ５．７．１８

「ふくし」の発行には、飯島町社会福祉協議会の会費及び 　 「赤い羽根共同募金」の配分金が使われています。
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　令和５年度飯島町戦傷病没者追悼式が、７月６日に飯島町文化館で行われました。
　戦後 78年を迎え、今を生きる私たちの責務は尊い命を犠牲にした戦争を絶対に許さない、二度と
過ちを繰り返さない、平和な世界を目指し互いを理解し認め合う世界を創ることを心するものです。
　今年も中学生２名が参列し、曽祖母から聞いた戦争の悲惨な体験談や戦争のない世界・未来を工夫
して作っていきたいとの思いを発表し、平和への祈りを捧げました。
　歴史的な事実を風化させることなく次の世代に正しく継承し、希望と幸せに満ちた郷土を築いてい
くことを誓い、御霊の鎮魂を行いました。
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令和４年度　決算の概要

収入計
26,274
万円

支出計
26,273
万円

会費・寄付金収入　581万円

補助金収入
1,953万円

受託金収入
2,180万円

貸付事業収入
28万円 事務費支出

1,849万円

就労支援事業支出
1,084万円

助成金支出　54万円
分担金支出　2万円

負担金支出　49万円

その他の支出
1,925万円
その他の支出
1,925万円

貸付事業支出
25万円

事業収入
160万円

事業費支出
3,097万円
事業費支出
3,097万円

就労支援事業収入
1,052万円

障害福祉サービス等
事業収入
8,393万円

障害福祉サービス等
事業収入
8,393万円

その他の収入
2,556万円

介護保険事業収入
9,371万円

介護保険事業収入
9,371万円

人件費支出
18,188万円
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飯
島
町
に
お
け
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
供
給
の
中

心
的
な
役
割
を
果
た
す
べ
く
、
他
の
事
業
所
で
は

対
応
で
き
な
い
、
様
々
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
地

域
密
着
型
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
き
ま
し
た
。

長
引
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

で
、計
画
変
更
や
休
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
が
、令
和
４
年
度
は「
コ
ロ
ナ
だ
か

ら
で
き
な
い
」か
ら
「
コ
ロ
ナ
で
も
取
り
組
む
」
を

念
頭
に
お
き
、事
業
展
開
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

主
な
事
業

ふ
れ
あ
い
広
場

　
「
第
30
回
ふ
れ
あ
い
広
場
」
を
３
年
ぶ
り
に
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。飲
食
は
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、『
ふ
れ
あ
い
マ
ー
ケ
ッ
ト
』や『
ふ
れ

あ
い
ス
テ
ー
ジ
』
な
ど
、
約
６
０
０
名
の
み
な
さ
ん

に
ご
来
場
い
た
だ
き
、楽
し
い
1
日
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

　
「
見
守
り
声
か
け
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」の
養
成
と
、

「
居
場
所
づ
く
り
」に
力
を
入
れ
ま
し
た
。

　
飲
食
を
伴
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ク
リ
ス
マ
ス
交
流

会
か
ら『
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流
会
』に
形
を
変
え
て

実
施
し
、新
し
い
形
の
交
流
が
で
き
ま
し
た
。

社
会
福
祉
大
会

　
第
９
回
社
会
福
祉
大
会
を
開
催
し
、
社
協
の

表
彰
規
程
に
基
づ
く
表
彰
状
・
感
謝
状
の
贈
呈
式

や
、虐
待
防
止
の
講
演
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

福
祉
教
育

　
小
中
学
校
と
連
携
し
、教
育
課
程
に
基
づ
い
た

福
祉
教
育
を
推
進
し
ま
し
た
。

　
夏
休
み
の
福
祉
教
育
で
は
、
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
と
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
体
験
を
行

い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
小
中
学
校
に
社
協
職
員
が
出
向
き
、
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
実
施
し
ま
し
た
。

学
習
・
生
活
支
援

　
県
の
信
州
パ
ー
ソ
ナ
ル
サ
ポ
ー
ト
事
業
で
、
教

　
理
事
・
評
議
員
の
み
な
さ
ん
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

　

会　

長　

箕　

浦　

税　

夫

　

副
会
長　

宮　

下　
　
　

寛

　

副
会
長　

星　

野　

晃　

伸

　

理　

事　

片　

桐　

市　

守

　

理　

事　

竹　

内　

榮　

一

　

理　

事　

平　

澤　
　
　

浩

　

監　

事　

本　

多　
　
　

昇

　

監　

事　

中　

村　

明　

美

　

評
議
員　

堀　

内　

善　

之

　

評
議
員　

那
須
野　

洋　

子

　

評
議
員　

細　

川　

里　

江

　

評
議
員　

坂　

井　
　
　

登

　

評
議
員　

吉　

澤　

の
り
子

　

評
議
員　

羽　

生　

綾　

子

　

評
議
員　

堀　

内　
　
　

誠

　

評
議
員　

高　

坂　

園　

子

　
社
協
の
事
業
運
営
に
関
わ
っ
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

社
協
役
員
体
制
に
つ
い
て

育
委
員
会
・
小
中
学
校
と
連
携
し
、
学
習
支
援
サ

ポ
ー
タ
ー
の
養
成
・
研
修
を
行
い
、
支
援
を
必
要

と
す
る
家
庭
へ
の
サ
ポ
ー
タ
ー
派
遣
調
整
を
行
い

ま
し
た
。

ご
縁
食
堂

　
各
公
民
館
を
会
場
に
、
世
代
間
交
流
の
で
き
る

居
場
所
づ
く
り
を
目
的
に
計
画
し
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、希
望
者

へ
の
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
・
配
食
を
７
回
行
い
ま
し
た
。

住
民
支
え
合
い
マ
ッ
プ

　
災
害
時
の
助
け
合
い
は
も
ち
ろ
ん
、日
頃
か
ら

の
住
民
同
士
の
支
え
合
い
の
た
め
に
自
治
会
ご
と

作
成
・
更
新
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
観

点
か
ら
中
止
す
る
自
治
会
も
あ
り
ま
し
た
が
、21

自
治
会
で
作
成
・
更
新
が
で
き
ま
し
た
。

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
事
業

　
高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
の
安
全
・
安
心
を
確

保
す
る
こ
と
を
目
的
に
医
療
な
ど
の
情
報
を
専

用
容
器
に
入
れ
、保
管
し
て
い
た
だ
く
事
業
を
受

託
し
行
い
ま
し
た
。

無
料
法
律
相
談

　
弁
護
士
、司
法
書
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
を

６
回
実
施
し
ま
し
た
。

ヘ
ル
パ
ー
事
業

　
介
護
度
の
高
い
方
の
身
体
介
護
の
利
用
が
減

り
、
独
居
の
方
の
生
活
支
援
や
要
支
援
者
の
方
の

利
用
が
増
え
ま
し
た
。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス

　
「
地
域
密
着
型
」
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
利
用

者
様
の
心
身
状
態
の
維
持
向
上
に
努
め
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
休
業
も

あ
り
ま
し
た
が
、
感
染
症
対
策
に
努
め
、
お
楽
し

み
の
外
出
活
動
と
し
て
春
の
ド
ラ
イ
ブ
、
秋
の
ぶ

ど
う
狩
り
に
も
出
か
け
ま
し
た
。

こ
ま
く
さ
園

　
販
売
会
や
イ
ベ
ン
ト
が
少
し
ず
つ
再
開
さ
れ
ま

し
た
。日
常
活
動
の
中
で
は
、あ
い
さ
つ
や
言
葉
遣

い
を
中
心
に
、動
画
等
を
用
い
て
礼
儀
、マ
ナ
ー
の

講
習
を
行
い
ま
し
た
。

生
活
介
護
事
業
所
は
ば
た
き

　
町
内
外
か
ら
の
利
用
者
さ
ん
が
増
え
て
い
ま

す
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
み
な
さ
ん
と
の
共
生
を
実

現
し
て
い
ま
す
。

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
ば
た
き

　
令
和
３
年
８
月
１
日
の
ス
タ
ー
ト
か
ら
、令
和
４

年
度
は
１
年
通
し
て
の
運
営
と
な
り
ま
し
た
。

　
利
用
者
さ
ん
も
増
え
て
、み
な
さ
ん
毎
日
に
ぎ

や
か
に
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

令
和
４
年
度 

事
業
報
告
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　「おもちゃ図書館」をご存知でしょうか？

　「おもちゃ図書館」は現在、全国に約350館あります。

　飯島町では、ボランティアグループ「糸ぐるま」が活動の一環

として昭和62年8月に「いいじまおもちゃ図書館」を開館し、今年

で36年になります。これまで多くの方々に利用されてきました。

おもちゃや絵本は自由に遊んだり読んだりでき、気に入った物が

あれば借りていくこともできます。

　この数年はコロナ禍で思うように

開館できないことが続きましたが、

今年度はおもちゃ図書館で遊んでい

くことができるようになりました。

貸出しや使用したおもちゃは安心し

て遊べるように消毒しています。み

なさんのお越しをお待ちしています。
お母さんお父さん、

おばあちゃんおじいちゃん、

ぜひ、お子さん

お孫さんと一緒に

遊びに来ませんか！！

子どもの笑顔には

「希望」が

見えますね。

いいじまおもちゃ図書館　 ◎開館日時　　毎月第1・3土曜日　　午前10時～12時　　　　　　　　　　　　 ◎会　　場　　介護予防拠点施設「コスモス園」内

　6月17日、やらまいか講座でフィンランド発祥の新しいスポーツ『モルッ

ク』を行いました。小学生から80代までの17名が参加してくださいました。

　全員が初めてでしたので、実際に体験しながら皆でルールを学び、その後、

試合形式で楽しみました。スキットル（ピン）を狙っても、モルック（投げる

棒）が思うように飛ばず苦戦しましたが、当たっても当たらなくても皆で大笑

いしながら楽しむことができました。

　パワープレイでないため性別・世代を超えて皆で一緒にでき、少人数でも大

勢でも楽しみながら笑顔になれるスポーツです。

　受講者がモルックを通じ、皆で体を動かしたり、集まるきっかけにしてくれたらいいなと思います。

　◎今後のやらまいか講座
　●第2回「散策しながらちょっといい写真を撮ろう」10月下旬
　●第3回「フラワーアレンジメント」12月下旬　●第4回「多国籍料理教室」2～3月の予定

フードバンク～もったいないをありがとうへ～
　フードバンクとは、ご家庭で使いきれない食品（未使用なもの）や、企業で発生す

る規格外品などの食品をご寄付いただき、集められた食品を必要としている人や施設

にお渡しする活動です。社協にて常時募集しております。

◎集めている食品　・賞味期限まで２カ月以上　　　　　・常温保存可能な物
　　　　　　　　　・未開封・外装が破損していない物　・米（玄米かモミの状態）
　フードバンクでお寄せいただいた食品は、様々な事情で食料を必要とされている方

や以下の「食糧支援の日」にお渡ししています。

　開催日　８月10日㈭、10月13日㈮、12月８日㈮、令和６年２月９日㈮
　時　間　午前９時から午後６時30分まで。

ご縁食堂からの
お知らせ

　年齢にかかわらず、

どなたでも参加OK！

　様々な世代とご縁を

もって交流できます。

会場に来られない方は

ご相談ください。毎月

開催しています。

　ぜひ、来てね！

次回　９月９日（土）
　　　本郷公民館

いいじまおもちゃ図書館の紹介

第1回やらまいか講座「モルックを楽しもう！」開催しました
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第31回 ふれあい広場第31回 第31回 第31回 第31回 第31回 第31回 第31回 第31回 第31回 第31回 第31回 第31回 第31回 第31回 第31回 第31回 第31回 第31回 第31回 第31回 ふれあい広場ふれあい広場ふれあい広場ふれあい広場ふれあい広場ふれあい広場ふれあい広場ふれあい広場ふれあい広場ふれあい広場ふれあい広場ふれあい広場ふれあい広場ふれあい広場ふれあい広場ふれあい広場ふれあい広場ふれあい広場ふれあい広場ふれあい広場ふれあい広場ふれあい広場ふれあい広場ふれあい広場ふれあい広場ふれあい広場ふれあい広場ふれあい広場ふれあい広場ふれあい広場ふれあい広場ふれあい広場ふれあい広場ふれあい広場ふれあい広場ふれあい広場ふれあい広場ふれあい広場ふれあい広場ふれあい広場ふれあい広場ふれあい広場ふれあい広場ふれあい広場ふれあい広場ふれあい広場ふれあい広場ふれあい広場ふれあい広場ふれあい広場ふれあい広場ふれあい広場ふれあい広場ふれあい広場ふれあい広場ふれあい広場ふれあい広場ふれあい広場第31回 ふれあい広場
開催のお知らせ
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義
援
金
・
救
援
金
受
付
中

◇
令
和
５
年
５
月
能
登
地
方
地
震
災
害
義
援
金

令
和
５
年
９
月
29
日
ま
で

◇
令
和
５
年
台
風
第
２
号
等
大
雨
災
害
義
援
金

令
和
５
年
９
月
30
日
ま
で

◇
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
道
危
機
救
援
金

令
和
６
年
３
月
31
日
ま
で

◇
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
人
道
危
機
救
援
金

令
和
６
年
３
月
31
日
ま
で

◇
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
南
部
避
難
民
救
援
金

令
和
６
年
３
月
31
日
ま
で

◇
中
東
人
道
危
機
救
援
金
　
令
和
６
年
３
月
31
日
ま
で

☆
受
付
時
間

：

月
曜
日
～
金
曜
日

 
 
 
 
 
 
8
時
30
分
～
17
時
30
分

☆
受
付
場
所

：

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
石
楠
花
苑

善
意
を
あ
り
が
と
うござ

い
ま
し
た

●
寄
　
付
　
金

　
匿
　
　
名
　
様
　
　
金
壱
万
円

●
一
円
玉
募
金

　
匿
　
　
名
　
様
　
　
金
参
百
九
十
七
円

●
寄
贈
品

　
㈲
ホ
ー
ム
シ
ョ
ッ
プ
ト
マ
ト
　
様
　
　
日
用
物
品

　
ご
厚
意
に
深
く
感
謝
し
、
福
祉
事
業
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

相
　
　
談

︿
弁
護
士
無
料
法
律
相
談
﹀

　

・
令
和
５
年
８
月
23
日
︵
水
︶

　
　

場
所
：
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
石
楠
花
苑

　
　

時
間
：
午
後
１
時
～
午
後
3
時

※
予
約
制
に
な
り
ま
す
。

︿
司
法
書
士
無
料
法
律
相
談
﹀

　

10
月
１
日
の
﹃
法
の
日
﹄
に
合
わ
せ

　

無
料
法
律
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　

・
令
和
５
年
10
月
２
日
︵
月
︶

　
　

場
所
：
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
石
楠
花
苑

　
　

時
間
：
午
後
１
時
～
午
後
４
時

※
予
約
制
に
な
り
ま
す
。

︿
ひ
き
こ
も
り
相
談
﹀

　

・
毎
月
第
₂
水
曜
日

　
　

場
所
：
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
石
楠
花
苑

　
　

時
間
：
①
午
前
９
時
か
ら　

②
午
前
10
時
半
か
ら

※
予
約
制
で
す
が
、ご
都
合
に
よ
り
希
望
さ
れ
る
時
間
に
も
対
応

で
き
ま
す
。ま
た
、電
話
で
の
ご
相
談
も
可
能
で
す
。

活動資金にご協力いただき、ありがとうございます。

いのちをつなぐ赤十字の活動は、みなさまからお寄

せいただく活動資金によって支えられています。

日赤長野県支部飯島町分区では、各自治会の赤十字奉仕団担当者様を

通じて、活動資金の募集を行っています。万一に備えて、防災備蓄品

等の購入をさせ

ていただいてい

ます。引き続き

みなさまのご支

援、ご協力をお

願いいたします。

日赤活動資金納入のお礼とお願い

社協会費納入及び
新規会員募集のお願い

　社会福祉協議会は、地域のみなさまに支えられた

公共・公益性の高い民間の福祉団体です。今年も『と

もに生きる福祉の町づくり』をスローガンに、誰も

が安心して暮らせるまちづくりを目指し、地域福祉

の推進に取り組んでいます。その活動資金としてみ

なさまに会員となっていただき、社協の運営を財政

面で支えていただくものです。

　ぜひ、趣旨をご理解いただき、ご支援賜りますよ

うお願いします。

納入会費
　☆一般会員（一世帯当たり）　年額 1,500 円
　☆特別会員（一口あたり）　　年額 3,000 円
　　　　　　又は　5,000 円　又は 10,000 円

期　日　令和5年10月15日（日）
　　　　午前 10時～午後 3時まで
場　所　地域福祉センター　石楠花苑
内　容　物品販売、飲食コーナー、ふれあいバ

ザー、キッズコーナー、ふれあいステー
ジなど盛りだくさんの内容を企画中！
最後はビンゴで景品ゲット !!

出店者、出演者を大募集！
みなさまのご参加をお待ちしています。

お問い合わせ先　飯島町社会福祉協議会
　　　　　　　　地域福祉係　☎ 86-5511

社協会費のご協力は、福祉のまちづくり
参加への第一歩です。

ぜひ、ご協力よろしくお願いします。


